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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成24年1月26日(2012.1.26)

【公開番号】特開2010-160761(P2010-160761A)
【公開日】平成22年7月22日(2010.7.22)
【年通号数】公開・登録公報2010-029
【出願番号】特願2009-3931(P2009-3931)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｆ  17/21     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｆ  17/21    ５９６Ａ
   Ｇ０６Ｆ  17/21    ５７０Ｍ

【手続補正書】
【提出日】平成23年12月6日(2011.12.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　情報を表示するための表示手段と、
　情報を他端末に送信し、前記他端末から送信された情報を受信するための通信手段と、
　前記表示手段の表示領域上に重畳されて配置され、利用者からの操作情報の入力を受付
けるための入力手段と、
　前記入力手段による所定の第１の操作に応答して、前記表示領域上に所定の予約領域を
設定するための予約領域設定手段と、
　前記予約領域設定手段により予約領域が設定されたことに応答して、前記表示手段の表
示領域上の前記予約領域内及び前記予約領域外の双方への入力を許可する権限を持つ第１
の状態に自己を設定し、前記他端末に前記予約領域への入力を禁止することを示す第１の
コマンドを前記予約領域を特定する予約領域情報とともに前記通信手段を介して送信する
ための第１の状態設定手段と、
　前記第１の状態以外の状態にあるときに前記他端末のいずれかから前記第１のコマンド
を受信したことに応答して、当該第１のコマンドに伴って受信した前記予約領域情報によ
り特定される領域に対する利用者の入力を禁止するための入力禁止手段と、
　前記第１の状態にあるときに、前記予約領域の解除を指示する所定の第２の操作が利用
者によりなされたことに応答して、自己の状態を前記第１の状態と異なる第２の状態に設
定し、前記他端末に前記予約領域への入力を許可することを示す第２のコマンドを送信す
るための解除手段と、
　前記通信手段を介して他端末から受信した操作情報及び利用者により前記入力手段を介
して入力された操作情報に応じた画像を前記表示手段上に表示するための手段とを含む、
情報処理端末。
【請求項２】
　前記入力手段を介して入力される操作情報に対して所定の第１及び第２の属性情報を付
加するための属性付加手段と、
　前記予約領域に対して入力可能な入力属性として前記第１の属性情報を、前記予約領域
以外の領域に対して入力可能な入力属性として前記第２の属性情報を、それぞれ設定する
ための属性設定手段とをさらに含み、
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　前記第１の状態は、前記属性付加手段により付加される属性情報として前記第１及び第
２の属性情報のいずれも許可する状態であり、
　前記第２の状態は、前記属性付加手段により付加される属性情報として前記第１の属性
情報を付加することが禁止された状態である、請求項１に記載の情報処理端末。
【請求項３】
　前記属性付加手段は、前記予約領域の内部に対する入力には前記第１の属性情報を、前
記予約領域の外部に対する入力には前記第２の属性情報を、それぞれ付加するための手段
を含む、請求項２に記載の情報処理端末。
【請求項４】
　前記属性付加手段により前記操作情報に付加された属性情報が、前記属性設定手段によ
り前記表示領域上に入力が許可された入力属性と一致するか否かを判定するための判定手
段と、
　前記判定手段により入力が許可された入力属性と一致すると判定されたことに応答して
、前記入力手段による前記操作情報を記録するための操作情報記録手段と、
　前記操作情報記録手段により記録された操作情報を前記表示手段に表示するための操作
情報表示手段と、
　前記操作情報記録手段により記録された操作情報を前記通信手段で他端末に送信するた
めの操作情報送信手段と、
　前記他端末から送信された操作情報を前記通信手段で受信し、前記表示手段に表示する
ための受信情報表示手段とをさらに含む、請求項２に記載の情報処理端末。
【請求項５】
　前記予約領域設定手段により予約領域が設定されたこと、又は前記入力禁止手段が前記
第１のコマンドを受信したことに応答して、受信した前記予約領域情報により特定される
領域、又は前記第１のコマンドとともに受信された前記予約領域情報により示される予約
領域を、それ以外の領域と区別可能な態様で前記表示領域上に表示するための領域表示手
段をさらに含む、請求項１～請求項４のいずれかに記載の情報処理端末。
【請求項６】
　前記予約領域設定手段により設定された予約領域のみ解除可能なように前記解除手段に
よる前記予約領域の解除を規制するための手段をさらに含む、請求項１～請求項５のいず
れかに記載の情報処理端末。
【請求項７】
　自己が前記第１の状態にあるときに、前記予約領域への入力の権限を他端末のいずれか
に移すための所定の権限委譲操作が利用者によりなされたことに応答して、所定の第３の
コマンドを特定の他端末宛に送信するための手段と、
　前記権限委譲操作がなされたことに応答して、自己の状態を前記第２の状態に設定する
ための第２の状態設定手段とをさらに含む、請求項１～請求項６のいずれかに記載の情報
処理端末。
【請求項８】
　情報を表示するための表示手段と、
　情報を他端末に送信し、前記他端末から送信された情報を受信するための通信手段と、
　前記表示手段の表示領域上に重畳されて配置され、利用者からの操作情報の入力を受付
けるための入力手段とが接続されるコンピュータにおいて、当該コンピュータを、
　前記入力手段による所定の第１の操作に応答して、前記表示領域上に所定の予約領域を
設定するための予約領域設定手段と、
　前記予約領域設定手段により予約領域が設定されたことに応答して、前記表示手段の表
示領域上の前記予約領域内及び前記予約領域外の双方への入力を許可する権限を持つ第１
の状態に自己を設定し、前記他端末に前記予約領域への入力を禁止することを示す第１の
コマンドを前記予約領域を特定する予約領域情報とともに前記通信手段を介して送信する
ための第１の状態設定手段と、
　前記第１の状態以外の状態にあるときに前記他端末のいずれかから前記第１のコマンド
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を受信したことに応答して、当該第１のコマンドに伴って受信した前記予約領域情報によ
り特定される領域に対する利用者の入力を禁止するための入力禁止手段と、
　前記第１の状態にあるときに、前記予約領域の解除を指示する所定の第２の操作が利用
者によりなされたことに応答して、自己の状態を前記第１の状態と異なる第２の状態に設
定し、前記他端末に前記予約領域への入力を許可することを示す第２のコマンドを送信す
るための解除手段と、
　前記通信手段を介して他端末から受信した操作情報及び利用者により前記入力手段を介
して入力された操作情報に応じた画像を前記表示手段上に表示するための手段として機能
させる、コンピュータプログラム。
【請求項９】
　第１及び第２の情報処理端末を含む情報処理システムにおける通信方法であって、
　前記第１及び第２の情報処理端末の各々は、
　情報を表示するための表示手段と、
　情報を他端末に送信し、前記他端末から送信された情報を受信するための通信手段と、
　前記表示手段の表示領域上に重畳されて配置され、利用者からの操作情報の入力を受付
けるための入力手段と、
　前記入力手段による所定の第１の操作に応答して、前記表示領域上に所定の予約領域を
設定するための予約領域設定手段と、
　前記予約領域設定手段により予約領域が設定されたことに応答して、前記表示手段の表
示領域上の前記予約領域内及び前記予約領域外の双方への入力を許可する権限を持つ第１
の状態に自己を設定し、前記他端末に前記予約領域への入力を禁止することを示す第１の
コマンドを前記予約領域を特定する予約領域情報とともに前記通信手段を介して送信する
ための第１の状態設定手段と、
　前記第１の状態以外の状態にあるときに前記他端末のいずれかから前記第１のコマンド
を受信したことに応答して、当該第１のコマンドに伴って受信した前記予約領域情報によ
り特定される領域に対する利用者の入力を禁止するための入力禁止手段と、
　前記第１の状態にあるときに、前記予約領域の解除を指示する所定の第２の操作が利用
者によりなされたことに応答して、自己の状態を前記第１の状態と異なる第２の状態に設
定し、前記他端末に前記予約領域への入力を許可することを示す第２のコマンドを送信す
るための解除手段と、
　前記通信手段を介して他端末から受信した操作情報及び利用者により前記入力手段を介
して入力された操作情報に応じた画像を前記表示手段上に表示するための手段とを含み、
　前記方法は、
　前記第１及び第２の情報処理端末のうちの一方の情報処理端末において、前記入力手段
による所定の第１の操作に応答して、前記予約領域設定手段が前記表示領域上に所定の予
約領域を設定するステップと、
　前記一方の情報処理端末において、前記所定の予約領域を設定するステップにより予約
領域が設定されたことに応答して、前記第１の状態設定手段が、第１の状態に自己を設定
し、前記第１及び第２の情報処理端末のうちの他方の情報処理端末に第１のコマンドを前
記予約領域を特定する予約領域情報とともに前記通信手段を介して送信するステップとを
含み、
　前記第１の状態は、前記一方の情報処理端末が、前記表示手段の表示領域上の前記予約
領域内及び前記予約領域外の双方への入力を許可する権限を持つ状態であり、
　前記第１のコマンドは、前記他方の情報処理端末に対して前記予約領域への入力を禁止
することを示し、
　前記方法はさらに、
　前記他方の情報処理端末において、前記一方の情報処理端末から前記第１のコマンドを
受信したことに応答して、前記入力禁止手段が当該第１のコマンドに伴って受信した前記
予約領域情報により特定される領域に対する利用者の入力を禁止するステップと、
　前記一方の情報処理端末が前記第１の状態にあるときに、前記一方の情報処理端末にお
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いて、前記予約領域の解除を指示する所定の第２の操作が利用者によりなされたことに応
答して、前記解除手段が、前記一方の情報処理端末の状態を前記第１の状態と異なる第２
の状態に設定し、前記他方の情報処理端末に前記予約領域への入力を許可することを示す
第２のコマンドを送信するステップとを含み、
　前記第１及び第２の情報処理端末の双方において、前記通信手段を介して通信相手の情
報処理端末から受信した操作情報及び利用者により前記入力手段を介して入力された操作
情報に応じた画像を前記表示するための手段が前記表示手段上に表示する、通信方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４１】
　図５は、ツールバー表示領域４０に表示されるツールバーの一覧を示す。図５を参照し
て、ツールバー表示領域４０に表示されるツールバーは６種類ある。これらは、ツールバ
ー９２、９３、９４、９６、９８、及び１００である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９９】
　＜起動及び初期処理＞
　端末８２及び８４において上に説明した手書きチャットアプリケーションプログラムが
起動したものとする。端末８２及び８４の双方において、図１０のステップ９０２が実行
され、キャンバスの色が白色に設定され、続くステップ９０４で双方の予約領域の初期化
が行なわれる。同様に、端末８２及び８４の双方でツールバー９２がツールバー表示領域
４０に設定され（図１０のステップ９０６）、ペンの動作モードが通常ペンに設定される
（ステップ９０８）。以後、端末８２及び８４の双方とも利用者の入力待ちとなる。
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